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1．林愛作との出会い 
 
林愛作（1873‐1951）は、甲子園ホテル（現武庫川女子大
学甲子園会館）の設計のために遠藤新を指名し計画段階か
ら関わっていた人物で、同ホテルの支配人であり常務取締
役であった。また、帝國ホテルで日本人初の支配人兼常務取
締役として、ホテルの経営改善に尽力した功績で知られて
いる。このようにホテルの業務に関する専門家であったが、
以前は国際的古美術商社山中商会ニューヨーク支店のスタ
ッフであった。フェノロサ（図 1）との出会いは 1900 年（明
治 33 年）と推定される。 
愛作は、19 歳のころ横浜で宣教師から英語を学び、その
推薦でアメリカに渡り篤志家 Ms.Richardson の尽力でマサ
チューセッツ州 Mount Hermon School に入学している。同校
卒業後に Wisconsin 大学進学ともいわれているが、不詳。そ
して 1900 年、山中商会ニューヨーク店に現地採用された（図
2）。（１） 
1900 年はフェノロサが二度目の日本滞在を諦めて帰国し
た年であった。フェノロサは帰国後毎年、アメリカ各地を巡
回する講演活動を行っていたが、拠点は常にニューヨークで
あった。ニューヨークには、フェノロサ蒐集品の大半の出所
だった起立工商会社と山中商会の支店があったからである。
舶載展示される美術品は、ライフワークとする日本美術史研
究の貴重な資料であった。 
 
2．フェノロサ帰国の事情 
 
フェノロサ（Ernest Francisco Fenollosa,1853-1908）は、1878 年に東京大学に着
任し、文学部教授として政治学・理財学・哲学を担当していたが、やがて日本の伝統美
術に関心を寄せ、学生有賀長雄、岡倉覚三の協力のもと、日本絵画の蒐集、研究を始め
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た。その後 1886 年から文部省（東京美術学校教授）・宮内省（帝国博物館理事）両省兼
務の美術行政官として活動を始める。4 年契約で、年俸 6000 円（当時の為替レートで
およそ 5085 ドル）、勅任官待遇、大臣なみの地位であった。1890 年に契約満期となり
帰国。ボストン美術館に新設された日本美術部のキュレーターに就任するが、5年契約、
年俸 2500 ドルの条件だった。 
1895 年日本再訪を目的に妻リジーとの離婚が成立し、助手メアリ(Mary 
McNeil,1865-1954)とニューヨークで結婚。1896 年、ボストン美術館を解雇となり、日
本に向かう。 
再来日はかなうが、期待に反し然るべき就職はできず、教え子たちの世話で高等師
範学校と附属中学校の非常勤講師の職を得た。月収は 150 円。小林文七と共同の浮世
絵研究、梅若実を師とする能楽研究、森槐南に学ぶ漢詩・漢字の研究、と成果は挙げた
が、経済的には破綻寸前であった。 
前妻との離婚とそれに伴う財産半減、莫大な慰謝料支払い（年額 2600 ドル）の義務
を負っての滞日であった。３年後、フェノロサ夫妻は新しい生活を求めて帰国した。（２） 
 
3.フリーアの知遇を得る 
 
帰国したフェノロサは、直ちにアメリカ各地を巡回する自
薦他薦の日本文化紹介講演活動を開始する。その間フェノロ
サを支えたのが、フリーア（Charles Lang Freer,1856‐1919）
と山中商会ニューヨーク支店であった（図 3）。フリーアは鉄
道車両製造で財をなした富豪である。後半生を美術品蒐集家
として過ごし、日本美術では特に琳派を蒐めた。 
1901 年巡回講演でデトロイトに趣いたフェノロサはフリー
アに会い、意見が一致し、親密な交遊が始まった。フリーアは
フェノロサの良き理解者であり、フェノロサの窮状を知り、蒐
集品を高額で買い上げてくれた。これはフリーアにとっても
貴重な収穫であった。フリーア宛フェノロサ書簡によれば（３）、
北斎屏風など十数点を 9670 ドル、大徳寺旧蔵宋画《五百羅漢図》、狩野芳崖筆《観音
図》（４）を含む 8点を 5000 ドルで買い上げている。おかげでフェノロサ一家の生活は安
定し、この後メアリの実家アラバマ州モービルの郊外に新居も建設している。 
フリーアにとってもフェノロサを顧問にすることは蒐集上好都合であった。フェノ
ロサはフリーアの代理人としてしばしば山中商会ニューヨーク支店を訪れ、入荷する
美術品を選定して購入していた。 
 
 
図 3 フリーア 1904 年 
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4．山中商会ニューヨーク支店(林愛作)の協力 
 
 1907 年 2 月、山中商会主催「毎週火曜日連続 12 回フェノロサ講演会」が、ニューヨ
ークの American Institute Hall を借り切って開催された。開催直後に支店長の牛窪
第二郎が帰国したので、事実上林愛作が主任となっていた。 
講演題目は「Epochs of Chinese and Japanese Art」。訳すと「中国・日本美術の各
年代」。中国・朝鮮の影響を受けて展開する、日本美術史の講義であった。聴衆には事
前に印刷されたシノプシス(講義概要)（５）が配布された。講義概要は二部からなり、表
紙に続いて 12 講が年代ごとに特徴的事項を列挙している。第二部は講演で言及される
中国と日本の画家 400 余名の漢字名と生没年、ないし活動期を表示した 14 ページのパ
ンフレットであった。これにはフェノロサの序文があり、林愛作の労作であることを
謝辞としている。フェノロサはかつてある論文（６）で唐代の
画家呉道子を植字工に Eodoslin と誤植されるという苦い経
験を味わったことがあった。以来画家名はローマ字表記だけ
でなく漢字表記が必要と痛感したのであろう。愛作にこれを
依頼した。愛作はニューヨーク支店の資料、また日本の本店
に問い合わせるなどして、このリストを完成させたと考えら
れる。1908 年はフェノロサの没年(9 月 21 日)だが、2月から
山中商会は店内にギャラリーを開設した記念を兼ねて「浮世
絵版画肉筆画展」を開催している。
展示作品の選定と解説目録（７）の執
筆を、フェノロサが委任された。こ
の時も林愛作が主任として関わっ
たと思われる。 
 
5．フェノロサの急死と遺骨の還送 
 
 山中ギャラリーでの浮世絵展が終わってまもなく、フェノロサは「ヨーロッパ美術
研修旅行」というプロジェクトの解説者として、ニューヨークを発った。林愛作が同行
しているので（８）、企画者はやはり山中商会ニューヨーク支店ではなかったかと推定さ
れる。各国の美術館を歴訪して研修を終え、夫妻で（メアリの娘アーウィン同伴）ロン
ドンのホテルに滞在中、9月 21 日、突然狭心症に襲われ急死した。55 歳であった。 
強いショックと深い悲しみの中、メアリは葬儀を済ませ、とりあえずロンドン郊外
ハイゲートの墓地に遺体を埋葬して帰国、モービルの自宅に戻った。メアリの心は亡
夫の墓をモービルか日本に移すこと、ライフワークであった日本の美術史研究を夫に
代わって完成したいことで一杯であった。メアリはその他一切の問題を含めてフリー
図 4 フェノロサ講演のシノプシスと林愛作への謝辞 
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アに相談した。 
フリーアの意見に従って、メアリは遺骨の還送について山中商会の林愛作と日本で
信用のおける人物として有賀長雄（1860－1921）に手紙を送った。以来この二人が、遺
骨還送と遺著の出版・翻訳に深く関わることになる。愛作はメアリの依頼を受け、山中
ロンドン支店に赴いて支店長の岡田友次に夫人の意向を伝え、ハイゲート墓地を視察、
帰途清国経由帰国して有賀長雄と面談し、ハイゲート墓地の現状と遺骨改葬の費用を
伝えた。 
 日本ではフェノロサ死去の 2ヶ月余り後(11 月 29 日)、上野・寛永寺でフェノロサ追
悼法会が営まれた。式後の追悼会で、有賀は遺骨の日本還送を望むメアリ書簡の手紙
を披露し、愛作情報であるハイゲート墓地の惨状を報告して来会者の賛同を得た。 
メアリは遺骨の三井寺還送を故人の遺言と言うが、正確には「遺志」であった。ボス
トン美術館蔵メアリ書簡で明らかになったが（９）、三井寺の「盗まれた釣鐘伝説」（10）の
ように、もし異郷で死んだら三井寺に帰りたいと泣くだろう、と生前夫が語っていた
のを遺言としたのが実情である。メアリが小説家だったことも考慮しなければならな
いが、「遺志」は事実だと思われる。 
翌年有賀は遺骨還葬をメアリから正式に依頼され、帰国中の愛作と費用などを相談
し、また三井寺に赴いて直林敬円長吏から法明院墓域に埋葬する許可を得た。山中ロ
ンドン支店の岡田友次の指示により遺体は改めて火葬に付され、シベリア鉄道経由、9
月 21 日敦賀に到着した（11）。出迎えた愛作に守られ（12）、即日法明院に埋葬された。奇
しくもフェノロサ一周忌の当日であった。 
10 月 10 日五輪塔の墓碑が完成した
（図 5）。伊藤忠太設計、直林敬円長吏
の梵字アビラウンケン、基壇に井上哲
次郎撰の碑文が刻まれている。さらに
フリーアから石製の香炉、花瓶、灯篭が
寄付され墓域は整った。11 月 14、15 の
両日、法明院墓前にて盛大なフェノロ
サ一周忌法要が営まれ、記念の茶会や
古美術展が併催された。発起人として
実際の運営に当ったのが有賀長雄と林
愛作だった（13）。法要にはフリーア始め
大英博物館のローレンス・ビニヨン、フ
ランスから美術批評家カストン・ミジェオン（『東亜美術史綱』の仏訳版監修者）、アメ
リカから画家・美術教育家のアーサー・ダウら親しい友人たちも参列した（14）。 
愛作は一ヶ月前から、渋沢栄一・大倉喜八郎の懇請によって山中商会より帝國ホテ
ル支配人に転じていた（15）。 
図 5 三井寺法明院フェノロサ墓所 
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6．遺著 EPOCHS OF CHINESE AND JAPANESE ART の出版 
 
メアリ（図 6）は亡夫の雑多な論文や講演草稿の中から、最
新の山中商会主催 12 回連続講演「Epochs of Chinese and 
Japanese Art」の鉛筆書き草稿を選んだ。比較的まとまってい
る上、講義概要と画家名リストが添付されていたので、ほかの
過去の論文と講演草稿を取捨選択して加筆し、不明な箇所は訪
日して有賀に訊けば良いと考えた。1910 年春、来日したメアリ
は有賀宅を訪れ、故人と親しかった画家狩野友信の助力を得て
2ヶ月間を解説と修正に費やした。 
同年夏、メアリはロンドン経由で帰国している。ロンドンの
ハイゲートに立ち寄り、かつてのフェノロサ墓所跡に記念碑を
建てた。 
帰国したメアリはその後何度も手紙で有賀と質疑応答を重
ね、1912 年、原文の 12 章を 17 章に増補した原稿を完成させ
た。そして、ロンドン（William Heinemann LTD）とニューヨー
ク(Frederick A.Stokes Co.)の両出版社から発行されたのが
『Epochs of Chinese and Japanese Art』である（図 7）。欧米
最初の東亜美術史として重視され、翌年改訂版とドイツ語訳、
フランス語訳が発行され、また第 3版、第 4版が出るほど好評
であった。 
 
7.「東亜美術史綱」の翻訳 
 
有賀長雄（図 8）は、フェノロサ遺稿の編集でメアリと質疑応答を重ねていた頃から
その翻訳を始めていたが、袁世凱の法律顧問として中国に出張するなど多忙のため翻
訳作業は捗らなかった。有賀が翻訳を始めたことを知って、美
術行政の専門家を自認していた九鬼隆一が、自ら「遺稿刊行委
員長」と称して有賀の翻訳刊行をメアリに交渉したが、何故か
メアリは忌避し、代わりに林愛作の名を挙げた（16）。有賀はメ
アリから正式に翻訳許可を受け、愛作と相談し、第 1 回相談
会を大正 8 年美術学校校友会倶楽部で開いた。出席者は有賀
長雄、林愛作、岡倉秋水、大村西崖、小林文七、浜尾新、正木
直彦の７名。翌年のフェノロサ十三回忌に法要と記念碑除幕
式を東京美術学校キャンパスにて行うことと、遺稿の翻訳「東
亜美術史綱」を完成させることが定められた。 
図 6 フェノロサ夫人 メアリ 
図 7 遺著『Epochs of  
Chinese and Japanese Art』2 
vols 1912 年 
図 8 有賀長雄 
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秋水はフェノロサと親しかった画家で、十三回忌記念碑建立の提案者、西崖は東京
美術学校教授、美術史家で有賀訳の校訂者、文七はフェノロサと親しかった浮世絵業
者、出版者、浜尾新はフェノロサ在日中の上司、東京帝国大学総長、文部大臣を歴任し
た人物、正木直彦は東京美術学校長である。 
以後、有賀は翻訳作業に専念する。 
翌年 5 月、第 2 回相談会を愛作の帝国ホテルで開催した。この時は濱尾に代わり嘉
納治五郎が出席している。嘉納は東京高等師範学校長で、フェノロサの東京大学時代
の学生であった。卒業後、学士入学してフェノロサの全担当講義を聴講したフェノロ
サ尊敬者であった。 
この相談会では、（１）本会を
「フェノロサ氏記念会」とする
こと、（２）根府川石の記念碑石
材に井上哲次郎撰の碑文を刻す
ること、（３）長原孝太郎画伯に
委嘱してフェノロサ胸像を線刻
すること、（4）法会を寛永寺に依
頼し記念碑前で挙行すること、
（５）訳稿「東亜美術史綱」を記
念碑に供えること、（６）予算
2500 円は寄付金にて賄うこと、（７）発起人会を開くこと、以上の七項目が決議された。  
8 月に翻訳が完成し、有賀は三井寺に赴き、フ
ェノロサ墓前に訳稿を供えて完成を報告した。記
念碑は 9月 19 日竣工された。 
9 月 21 日、フェノロサ十三回忌法要・記念碑
除幕式は予定通り挙行され、訳稿が碑前に捧げら
れた（17）。訳稿の出版は利益が目的ではないとの
理由で出版社に依頼せず、「フェノロサ氏記念会」
が発行することになった。大正 10 年 7 月 25 日、
原本と同じ装幀の『東亜美術史綱』全 2巻（図 9）
は凸版印刷株式会社で印刷され、「フェノロサ氏
記念会」(代表者林愛作)の名をもって同月 27 日
に発行された。しかし翻訳者の有賀長雄はその 1 ヶ月前に病没。序文を記した浜尾新
は、フェノロサの業績を称揚すると同時に訳者を追悼する痛恨の辞を述べている。 
昭和 13 年、大阪の出版社「創元社」は、シリーズ「日本文化名著選」の発行を企画、
その文学芸術部門の一篇に正木直彦の推挙によって『東亜美術史綱』を選んだ。大正 10
年の「フェノロサ氏記念会」版の内容を復元し、元版を改編した全 4 巻の普及版であ
図 9 有賀長雄訳『東亜美術史網』上下 2 巻と奥付  
大正 10 年 
図 10 創元社版（普及版） 
       『東亜美術史網』第 1 巻 
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った（図 10）。編集責任者であった西堀一三は愛作に出版許可を求め、愛作は普及版の
出版を大変喜んだという。 
「再版の序」の筆者正木直彦は「フェノロサ氏記念会」の元版に触れ、「その出版に
は林愛作氏、財務一切を負担して刊行せられ」と述べている。愛作の助力あっての『東
亜美術史綱』であった。 
愛作は語っている。（18）――フェノロサの遺著を「最も誠実なる助手であり終生の友で
あった有賀長雄博士が精魂を尽して翻訳された『東亜美術史綱』が世に出たのは大正
十年。訳者はそれに先だって仮綴じ本を手にしつゝ遂に他界された。かかる運命のも
とに生れ出た『東亜美術史綱』は出版社の倉庫中にありて大震火災の為に大部分烏有
に帰した。以来、再版もなし得ず空しく埋まっていた。然るに先般創元社より「日本文
化名著選」中に『東亜美史綱』を加えたしとの交渉がありましたので快諾を与え、已で
に四巻中三巻配付済となった。当初は特殊版であったが、今回は大衆版であれば広く
読まれることであろう。訳者も訳者に協力したる大村西崖先生も定めし地下に瞑する
ならん。小生は第一巻を手にし直ちにフェノロサ先生の墓前‐三井寺法明院‐と有賀
博士の青山の墓前に供えて御報告をなし、今日まで責任を果し得なかった怠慢の罪の
御詫びをした。 
  ぬかづきて 語らへ居ればねぐら鳥の 声の聞こゆる いづくともなく 
みをしへの みふみ捧げて 心かるく 御寺の石を ふみてくだりぬ 
愛作は歌人であった。 
 
8．柳田暹暎師の業績 
 
 柳田暹暎（ヤナギタ・センエイ、1917‐2000）は三井寺(正式には園城寺)山内の塔頭
「法泉院」(ホッセンイン)の住職であった（図 11）。大正 06 年東京生れ、下谷の天台
宗正法寺近藤教圓の長男（名は諦観）だったが、昭和 03 年
（12 歳）園城寺長吏柳田暹暻大僧正を拝して得度受戒、法
名「暹暎」を授けられ、暹暻の養子となる。昭和 08 年龍谷
大学に進学した年暹暻大僧正遷化、柳田家を嗣いだ。山内
では教学部長など終始宗門の教学振興に尽力。また戦後は
長く立命館大学に勤めて学校教育をも兼務した。晩年は６
年近く病床に伏し平成 11 年 84 歳で逝去した。主著に『序
説日本の文学』、歌集『円融』その他多くの研究論文を遺し
た。（19）フェノロサに関しては三井寺法明院に墓があること
から入山以降関心を持ち、法明院住職故滋野敬淳師（1925‐
2007）からも教えられることが多かった。 
暹暎が林愛作と文通を交し始めたのは、故林陸郎氏（愛 図 11 柳田暹暎 
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作の子息）宛愛作書簡に昭和 20 年秋頃より」とされているが、どのような経緯があっ
たのかは明らかではない。法泉院には昭和 21 年 9 月 21 日付の岡田友次書簡があり、
そこには「鎌倉在住の林愛作を紹介する」と書している。いずれにせよ愛作との交遊は
終戦直後から昭和 26 年の愛作没年まで続いた。その間暹暎は
愛作からフェノロサの遺骨還送、遺著の翻訳、出版に関わる事
情などを悉く伝えられたに違いない。また、愛作に紹介された
岡倉秋水（図 12）や西堀一三からの情報で、フェノロサ研究は
さらに深まったと思われる。とくに関東大震災以後、京都の岡
崎に転居していた秋水（1868‐1950）との交遊は暹暎の立命館
時代から頻繁であった。 
暹暎は愛作にメアリの消息も訊ねていた。戦後米国との通信
は困難であったが、愛作は八方手を尽くして漸くフロリダに健
在であることを突き止めている。これがきっかけでメアリの娘
アーウィン（Erwin, Mr.Whatley）と連絡が取れ、法明院の滋
野敬淳住職との文通が始まった。敬淳師も暹暎に劣らぬフェノ
ロサ研究者であった。 
暹暎が愛作から得た情報のうち最も重要なものの一つに、1909 年 9 月 21 日敦賀に
到着したフェノロサの遺骨を出迎えたのが愛作であったとする一件がある。愛作は遺
骨を護送して鉄路馬場駅（現 JR 膳所駅）に着し法明院に運んで埋葬に立ちあったとい
う。暹暎はこれを立証するために当日の『大阪毎日新聞』を捜してこれを確認した。（20） 
秋水からもフェノロサ在日時の逸話を聞き貴重な資料の貸与を受けたが、特に「円
密道場」の話は貴重だった。明治 22 年ビゲロウが師桜
井敬徳阿闍梨のために東京小石川に建立し敬徳示寂の
場所ともなった円密道場を、のちに東京美術学校内に移
築したことを秋水から教えられ、自ら美術学校に出向い
て当時は校友会倶楽部に使用されていた道場（昭和 24
年取壊し）の写真と平面図の青写真（21）を入手したこと
である。 
 フェノロサ研究に関し、暹暎は二つの重要な業績を残
している。ひとつは「フェノロサ顕彰会」の創設、もう
一つは「フェノロサ来日 100 周年記念事業」である。 
早くも 1947 年(昭和 22 年）12 月 14 日（日曜日）に、
暹暎は大津公民館で「フェノロサ顕彰大講演会」（図 13）
を催した。これが第 2日目で、前日から「フェノロサ遺
品展」が併催されていた。（22）講演会には新村出（京大名
誉教授）、井島勉（京大教授）、源豊宗（『仏教美術』主
図 12 岡倉秋水  
70 歳ころ（右） 
図 13 「フェノロサ顕彰大講演会」 
案内チラシ 
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幹）が招かれ、それぞれ専門の立場からフェノロサを論じ、暹暎自身も「フェノロサ
と宗教」を講演している。掉尾を飾ったのが「林愛作氏を囲んでの座談会」だった。
愛作夫妻は数日前から」フェノロサ遺品を携えて来津し暹暎の自坊法泉院に宿泊して
いた。（23）これが「フェノロサ顕彰会」の始まりであった。 
 昭和 28 年のフェノロサ顕彰会大講演会では、自らは「フェノロサの生涯」を、源豊
宗（当時関西学院教授）には「フェノロサと絵画史上の地位」の講演を依頼した。昭和
36 年の顕彰会記録も残っており、顕彰会は日本で最初の「フェノロサ研究会」であっ
た。 
 1978 年(昭和 53 年)は、フェノロサ来日 100 年に当たる。その前年、暹暎は法明院の
滋野敬淳師と連名で、100 年祭記念事業の開催を大津市に強く要望した。市議会はこれ
を受け入れ、大津市・大津市教育委員会・園城寺の三者共催での企画を決定した。翌年
11 月 1 日、メアリの孫娘(Mrs.Betty Winslow)とモービル市のフェノロサ研究者
(Caldwell Delaney)夫妻を招待して、5日間にわたる盛大な 100 年祭記念展・記念講演
会を開催した。この 100 年祭が機縁となり日本フェノロサ学会が発足する。暹暎は設
立準備委員会の段階から発起人会、設立総会まで、つねに議長として議事を取りまと
めた。（24） 
 日本フェノロサ学会は来年設立 40 年を迎える。学会誌 LOTUS に発表される数多くの
フェノロサ研究論文は、柳田暹暎師の霊を慰めるに足るものであろう。先覚者柳田暹
暎は日本フェノロサ学会の「生みの親」でもあった。 
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（2018 年 10 月 13 日、生活美学研究所本年度甲子研究会における講演に基づく） 
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